
膨大な情報があふれるデジタル社会が到来した今、新たな発見や思考の源泉となる“創造性”を育み、“知的財産の保護・活用
の重要性”に対する理解の増進と態度形成を図る“知財創造教育”の推進が求められています。

この講習会では、“知財創造教育”を実践する上で必要となる“著作権に関する制度”について解説し、“著作権を巡る社会の現
状”や“教育実践事例”などを紹介します。
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開講挨拶1４：００ 1４：０５

東京学芸大学教育学部卒業後、大手芸能プロダクショングループ勤務を経て、音楽科教諭として東京都内の公立中学校お
よび東京学芸大学附属世田谷中学校において「生活と社会に関わる音楽の授業実践」を重ねる。2020年春より教室から
オンライン・講演にフィールドを移し、YouTube「原口 直の学校著作権ナビ」で教員や教育実習生が学ぶためのコンテンツ
発信や、学校や子どもの著作権に関する講演を、官公庁・教育委員会・学校等で行っている。

東京学芸大こども未来研究所教育支援フェロー

東京大学教育学部卒業後、集英社に入社。週刊プレイボーイ、スボルティーバ、UOMOなどの編集部をへて、2010年に著

作権、商標、契約等に関わる現部署に異動、海賊版対策に取り組みはじめる。また出版社、著者、電子書店、通信事業者等で

構成される海賊版対策の団体「ABJ」の設立に深く関わる。ダウンロード違法化の対象範囲の拡大、リーチサイトの違法化

という著作権法改正でも文化庁に資料を提供するなど協力した。

集英社 編集総務部 参与 一般社団法人ABJ 広報部会長

講師 ： 原口 直 氏

講師 ： 伊東 敦 氏

今、必要とされる知財創造教育の取組第２部1５：００ 15：４０

休憩14：５０ 1５：００

早稲田大学政治経済学部経済学科卒。同年日本音楽著作権協会JASRACに入社、演奏部、複製部、送信部、国際部等にて

音楽著作権の管理業務にあたる。2018年退職、日本複製権センターJRRC事務局長を務めた後、授業目的公衆送信補償金

等管理協会SARTRASの設立と同時に事務局長に就任、2019年、理事に選任され今日に至る。

一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）理事講師 ： 野方 英樹 氏

教育機関における著作物利用と授業目的公衆送信補償金制度第１部1４：０５ 14：５０

Schedule

文化庁ホームページ（著作権＞著作権に関する教材・講習会＞令和5年度の講習会）掲載の申込フォーム又は左記QRコードより
お申込みください。

※配信リンク等は申込後、自動返信機能により各個人のメールアドレスに送付されます。
※電話やメールでのお申込みは受け付けていません。

申込期間：令和５年７月１４日（金）～８月１６日（水）まで

教職員・情報通信技術支援員（ICT支援員）

～デジタル社会を支える“知財人材”を育むために～

著作権講習会

教育実践事例や教育用教材の紹介第３部1５：４０ 1６：００

閉講挨拶16：00

海賊版がどうしてだめなのか、どうしたらいいのかを実社会に紐付け、自分ごと化して理解し学べるPBL型学習
プログラム「１０代のデジタルエチケットプログラム」の取組や「みんなで考えよう！著作権と海賊版」などの教育用
教材を紹介します。

※８月２３日（水）から１０月３１日（火）まで、オンデマンド配信（上記期間に申込みが必要です）
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